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私
に
と
っ
て
十
六
回
目
の
「
小
田
原
北
條
五
代
祭

り
」
が
、
今
年
も
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市

長
退
任
を
間
近
に
控
え
た
早
雲
公
役
の
私
は
、
沿
道

の
お
客
様
方
へ
深
い
思
い
を
込
め
て
お
礼
の
ご
あ
い

さ
つ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

馬
上
か
ら
の
風
景
は
、
一
段
と
〝
城
下
町
ぶ
り
〞

も
上
っ
て
、
さ
わ
や
か
で
美
し
く
思
え
ま
し
た
。
少

し
高
い
視
点
で
街
並
み
全
体
を
ゆ
っ
く
り
と
見
わ
た

す
こ
と
が
で
き
る
、
年
に
一
度
だ
け
の
貴
重
な
機
会

で
す
。
城
下
町
小
田
原
の
景
観
が
、
一
年
毎
に
着
実

に
変
貌
し
、
向

上
し
て
い
る
こ

と
を
今
年
も
目

の
当
た
り
に
し

て
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。

　

さ
て
過
日
、

小
田
原
市
長
職

を
無
事
退
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
就
任
が
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊

の
直
後
で
、
第
三
の
変
革
期
と
言
わ
れ
る
激
動
の
時

代
の
扉
が
開
い
た
頃
で
し
た
。
平
成
の
超
長
期
不
況
、

少
子
高
齢
社
会
、
人
口
減
少
、
と
厳
し
い
環
境
の
中
で
、

山
積
す
る
課
題
に
市
民
の
皆
様
と
共
に
挑
戦
し
、
が

む
し
ゃ
ら
に
突
進
し
て
き
た
思
い
で
す
。
悩
み
、迷
い
、

非
力
な
市
長
で
し
た
が
、皆
様
方
に
守
ら
れ
、育
て
ら
れ
、

生
か
さ
れ
て
き
た
四
期
十
六
年
。
顧
み
ま
す
と
私
な

り
に
達
成
感
、
充
実
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
幸
い
に

思
い
ま
す
。
市
民
、
議
会
、
市
職
員
、
ご
支
援
い
た

だ
い
た
多
く
の
皆
様
方
へ
の
感
謝
の
思
い
で
一
杯
で
す
。

　

市
民
皆
様
の
ご
多
幸
と
、
新
市
長
の
も
と
、
限
り

な
い
本
市
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

守
ら
れ
、
育
て
ら
れ
、
生
か
さ
れ
て

前
小
田
原
市
長　

小
澤
良
明

５月１８日、小田原市長選挙が行われました。
その結果、加 憲一氏が４４，１０８票を獲得して、
第２０代の小田原市長に選ばれました。
加 氏は５月２６日に初登庁し、４年の任期がスタートしました。

【投票率は５３．９３％】
投票は市内５３箇所の投票所で行われ、小田原アリーナで即日開票を行いました。
投票率は５３．９３％で前回（平成１６年）の４３．８０％を１０．１３％上回りました。

【小田原市長選開票結果】
当加  憲一（無所属・新） ４４，１０８票
　豊島 輝慶（無所属・新） ２９，３８２票
　山田 文雄（無所属・新） １２，８５２票

加 氏は「新しい小田原へ」をキャッチフレーズに「いのちを大切にする
小田原へ」「希望と活力あふれる小田原を」「市民が主役の小田原に」
の３つを指針とし、市民と一緒に考えた豊かな生活を実現する８つの分
野における基本方針と重点政策を掲げ、選挙戦を勝ち抜きました。

新市長
加 憲一氏に決まる！

小田原市政のニューリーダー

【加 新市長のプロフィール】
昭和３９年小田原生まれ。市立芦子小学校、市立城山中学校、
県立小田原高等学校、京都大学法学部卒。経営戦略コンサルティ
ング会社、民間教育団体、農業、オービックビル事務局長などを経て、
有限会社あしがら総研代表。
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「
地
球
温
暖
化
」
が
毎
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
う
い
っ
た
影
響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
美
し
い
地
球
を
子
ど
も
た
ち
に
…
。

も
う
一
度
、
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

Y
環
境
政
策
課　

☎
33
１
４
７
２

サ
ク
ラ
の
開
花
が
早
く
な
っ
た
気

が
し
ま
せ
ん
か
？
昔
は
雪
が
よ

く
積
も
っ
て
い
た
の
に
、
降
ら
な
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
思

い
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

４
℃
の
温
度
上
昇
が
東
京
を
亜
熱

帯
に
、
九
州
を
熱
帯
に
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
、
日
本
は
何
℃
上
昇

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
農
業
は
、
米
や

野
菜
は
今
ま
で
ど
お
り
、
栽
培
で
き
る

で
し
ょ
う
か
？
ジ
ャ
ポ
ニ
カ
米
の
代

わ
り
に
、
粒
が
長
く
粘
り
の
少
な
い
イ

ン
デ
ィ
カ
米
と
の
掛
け
合
わ
せ
品
種

を
植
え
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
南
極
の
氷
が
全
部
溶
け
る
と
、

海
面
は
ど
の
く
ら
い
上
昇
す
る
の
で

し
ょ
う
か
？

　

北
極
で
は
暖
冬
が
続
き
、
モ
ス
ク
ワ

の
動
物
園
で
は
ヒ
グ
マ
が
冬
眠
で
き
ず

に
不
眠
症
に
陥
っ
て
い
る
と
の
報
道
も

あ
り
ま
す
。

　

ど
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
気
候
変
動

が
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
原
因
は
特

定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ほ
ぼ
、
人
間
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

な
ど
の
排
出
が
温
暖
化
を
引
き
起
こ
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
小
田
原
も

温
暖
化
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
一
人
一
人
が
地
球
温
暖
化
を
考
え
、

地
球
に
優
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

実
践
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
次
世
代
へ
、
未

来
の
お
だ
わ
ら
っ
子
た
ち
へ
〝
地
球
に

や
さ
し
い
ま
ち
・
お
だ
わ
ら
〞
を
。

ぼ
く
た
ち
、わ
た
し
た
ち
、

み
ん
な
で

〝
地
球
に
優
し
い
ま
ち
・
お
だ
わ
ら
〞を

６月は、環境月間

ミカンの日焼け果。高温による水分欠乏と
強い日射のために、果皮組織のバランスが
崩れることにより発生

地
球
は

暑
く
て

困
っ
て
る
。

ツバル（南太平洋の島国）、フナフチ島
（首都）。環礁のため内陸から沸き上がっ
た水によって浸水した町

【全国地球温暖化防止活動推進センターより （http://www.jccca.org/）】

作：永井瞳美さん（扇町在住）
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６月は、環境月間
豊
か
な
自
然
の
中
で
環
境
の
価
値
を
認
識
し
、

自
分
た
ち
が
今
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
や
、
将

来
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、自
ら
考
え
、

行
動
し
て
い
く
「
地
球
こ
ど
も
環
境
ア
カ
デ
ミ
ー
」

　

西
さ
が
み
地
域
の
仲
間
と
交
流
を
深
め
た
「
こ
ど

も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
の
み
ん
な
の
声
と
併
せ
て
、
お
伝

え
し
ま
す
。

■
参
加
者
数
（
昨
年
度
）

　

小
田
原
市
11
人
（
４
グ
ル
ー
プ
）

※
そ
の
他
に
箱
根
町
２
人
（
１
グ
ル
ー
プ
）、
湯
河

原
18
人（
５
グ
ル
ー
プ
）の
計
31
人（
10
グ
ル
ー
プ
）

■
年
間
の
取
り
組
み

○
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

○
エ
コ
キ
ャ
ン
プ
（
環
境
壁
新
聞
を
作
る
材
料
を
決

定
す
る
た
め
、西
さ
が
み
連
邦
共
和
国
内
で
実
施
）

○
こ
ど
も
エ
コ
★
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
体
験
学
習
や
環
境

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
環
境
壁
新

聞
と
し
て
ま
と
め
、
発
表
）

○
環
境
壁
新
聞
の
全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
出
展

　

今
年
度
の
申
し
込
み
は
６
月
15
日
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ぼ
く
ら
は
〝
目
指
せ
、地
球
環
境
防
衛
隊
〞

〜
地
球
こ
ど
も
環
境
ア
カ
デ
ミ
ー
で
仲
間
と
学
ぼ
う
〜

　

私
た
ち
は
、酒
匂
中
１
年
の
仲
良
し
３
人
組
。
チ
ー

ム
名
「
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」。
小
学
３
年
生
以
来
、

昨
年
が
４
度
目
の
参
加
。
小
学
校
生
活
の
集
大
成
と

な
り
ま
し
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
湯
河
原
町
の
天

照
山
で
行
っ
た
「
自
然
キ
ャ
ン
プ
」

　

雨
の
中
、
動
植
物
観
察
や
草
木
の
調
査
は
大
変
で

し
た
が
、
西
さ
が
み
の
み
ん
な
と
仲
良
く
な
る
こ
と

が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。

　

２
泊
３
日
の
エ
コ
キ
ャ
ン
プ
（
静
岡
県
浜
松
市
）
で

は
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
や
エ
コ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
。
自
分
た
ち

の
学
び
た
い
こ
と
や
今
後
の
方
向
性
を
見
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

壁
新
聞
の
テ
ー
マ
は
『
小
田
原
の
緑
を
考
え
よ
う
』

に
決
定
。
初
め
は
、思
い
悩
む
日
々
の
連
続
で
し
た
が
、

や
が
て
、
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
（
笑
）。

　

そ
し
て
よ
う
や
く
、
完
成
！
こ
ど
も
エ
コ
★

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
発
表
会
で
は
、
小
田
原
の
緑
の
大
切

さ
を
皆
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

壁
新
聞
全
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
出
展
で
、
そ

の
成
果
を
全
国
の
仲
間
と
情
報
交
換
。
す
べ
て
が
、

と
て
も
よ
い
思
い
出
で
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

■
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
（
Ｊ
Ｅ
Ｃ
）
と
は
？

３
歳
か
ら
高
校
生
ま
で
、２
人
以
上
の
子
ど
も
と
大
人（
サ

ポ
ー
タ
ー
）
が
集
ま
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
環
境
活

動
ク
ラ
ブ
で
す
。
興
味
の
あ
る
自
然
調
査
や
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
な
ど
、
取
り
組
み
内
容
は
自
由
、
登
録
・
年
会
費
は

無
料
で
す
。

➡チーム「フルーツバスケット」の
　みんな
（写真左から）

投
なぎ

野
の

萌
も

絵
え

さん、鈴木なつみさん、
西村野

の

々
の

花
か

さん

“小田原にいいこと＝地球にいいこと”を
実感しました！

こどもエコクラブ

➡こどもエコクラブイメージキャラクター「エコまる」
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６月は、環境月間

お
だ
わ
ら
市
民
エ
コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン

〜
私
た
ち
は
地
球
を
守
る
行
動
を
率
先
し
て
実
行
し
ま
す
〜

省エネ
ライフアドバイザー
香川興

よし

勝
かつ

さん

家
族
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

身
近
な
生
活
か
ら
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

「今月は○○代が高かったなぁ…」と使用料金を気にす
る、あなた。「今月は○ｋＷｈ、○㎥も使用したなぁ…」
と使用量を気にすることは、少ないですよね。毎日使う
エネルギーから発生する二酸化炭素の量に注目！ きっと、
新たな発見があるはずです。
①電気・ガス・水道は請求書の使用量を記入。
②水道は２か月分が合算されるため、２で割って１か月分
を記入。
③ガソリン（軽油）は１か月に使用（購入）した量を記入。

■省エネ機器を無料で貸し出します
●ワットアワーメーター（小型電力量計）
特　長　コンセントにさすだけで、家電製品の消

費電力や電気料金、二酸化炭素の排
出量を瞬時に積算、表示します。

内　容　電力記録シートなどの記入
貸出数　１０家族

●住宅用省エネナビ
特　長　○家庭全体の消費電力量、二酸化炭素

排出量を期間別にグラフ表示します。
　　　　○その家庭にあった消費電力が設定可

能です。
　　　　○１か月あたりの電気料金も換算表示し

ます。
内　容　省エネ実施内容のチェックと省エネ行動

の記録
貸出数　２５家族

※省エネライフアドバイザーがご家庭に伺い、分電盤に
取り付けます。

電気、ガス、水道、ガソリン、
あなたの使用量はどれくらい？

環境家計簿 エコライフ
宣言

①冷房の温度を１℃高く、暖房
の温度を１℃低く設定します
（１，３００人）
②家電製品の主電源を切ります
（１，０５０人）
③使っていない部屋の照明は、小
まめに消します（２，０００人）
④歯を磨くとき、水はコップにくんで
みがきます（１，４００人）
⑤お風呂の残り湯を洗濯や散水な
どに使います（１，２００人）
⑥シャワーを１日１分、家族全員が
減らします（８００人）

⑦駐停車中はエンジンを止めます
（１，３００人）
⑧ごみの分別を徹底し、ごみの減
量に努めます（１，６００人）

⑨買い物袋を持参し、ビニール
袋や商品の過剰包装を断ります
（１，０５０人）
⑩庭を緑化します（１，２５０人）
⑪地元で生産、水揚げされた農
林水産物を積極的に購入します
（１，０５０人）
⑫河川や海岸の美化活動に参加
します（８５０人）

※（　）内は平成２０年３月末現在
の宣言者数

〝
気
づ
く
〞
こ
と
が

〝
感
動
〞
に

つ
な
が
り
ま
す
！

　

炊
飯
器
で
保
温
せ
ず
に
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
る
。
電
気
ポ
ッ

ト
か
ら
魔
法
瓶
へ
。
ス
ー
パ
ー
へ
は
レ
ジ
袋
を
使
わ
ず
に
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
で
。
ど
れ
も
、「
こ
れ
な
ら
、
で
き
る
！
」
っ
て
こ

と
で
す
よ
ね
。
日
ご
ろ
か
ら
、
身
の
周
り
の
こ
と
に
少
し
気
を

配
る
だ
け
で
、
エ
コ
は
始
め
ら
れ
ま
す
。

　

４
〜
６
月
、
10
・
11
月
は
エ
ア
コ
ン
の
使
用
が
減
る
時
期
。
コ

ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
ん
だ
プ
ラ
グ
を
外
し
、年
間
２
，０
０
０
円

程
度
の
節
約
。
日
本
の
家
庭
に
お
け
る
年
間
消
費
電
力
の
10
％

は
待
機
電
力
。
実
に
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
ま
せ
ん
か（
苦
笑
）。

　

家
族
で
、
地
域
で
、
身
近
な
皆
さ
ん
と
楽
し
く
エ
コ
活
動
。

環
境
家
計
簿
、
省
エ
ネ
ナ
ビ
、
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
メ
ー
タ
ー
な
ど

で
具
体
的
な
成
果
が
分
か
る
と
…
そ
う
、
感
動
間
違
い
な
し
！ 

　

子
ど
も
た
ち
と
は
環
境
教
育
を
学
び
ま
す
。
太
陽
光
で
音
を

奏
で
る
「
ソ
ー
ラ
ー
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
つ
く
ろ
う
」
や
城
址
公
園
で

じ
っ
く
り
と
調
査
を
行
う
「
せ
み
の
抜
け
殻
を
調
べ
よ
う
」
な
ど

の
企
画
を
検
討
中
。
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
さ
ま
ざ
ま
な
こ

と
に
取
り
組
み
、
気
づ
き
、
感
動
を
味
わ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

省
エ
ネ
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
皆
さ
ん

香
川
興
勝
さ
ん
、飯
田
富
佐
江
さ
ん
、今
泉
奉す

す
むさ

ん
、尾お

の

上う
え

巽ゆ
ず
るさ

ん
、

栗
林
辰
彦
さ
ん
、
小
泉
勝
一
さ
ん

【
主
な
活
動
内
容
】

　

環
境
家
計
簿
へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ご
家
庭
へ
省
エ
ネ
ナ
ビ
の

設
置
な
ど
を
行
い
、
電
力
消
費
の
削
減
方
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。
中
小
事
業
の
皆
さ
ん
へ
は
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
環
境
行
事
で
の
啓
発
活
動
な
ど
も
行
い
ま
す
。
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大
気
環
境
・
水
質
環
境
な
ど
の
監
視
や

事
業
場
へ
の
改
善
指
導
を
行
い
、
小

田
原
メ
ダ
カ
な
ど
が
住
め
る
豊
か
な
自
然
な

ど
、
環
境
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
大
気

　

継
続
的
に
監
視
を
行
い
、
い
ず
れ
も
環
境

基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
市
民
会
館
で
の
二
酸
化
窒
素
の

調
査
結
果
は
、
県
内
の
自
動
車
排
出
ガ
ス
測

定
局
（
31
局
）
の
中
で
、
最
も
き
れ
い
な
地

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
水
質

　

市
内
の
６
河
川
22
地
点
、
海
域
３
地
点
で

調
査
を
行
い
、水
質
の
監
視
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
河
川
水
質
事
故
は
な
く
、
各
地
点

の
調
査
結
果
は
い
ず
れ
も
良
好
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
工
場
な
ど
は
、
定
期
的
な
立
ち
入

り
検
査
、
排
水
の
調
査
や
指
導
を
行
い
、
水

質
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
潤
い
と
豊
か
な
恵
み
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
川
。
下
水
道
の
普
及
や

工
場
排
水
の
規
制
の
強
化
で
、
随
分
と
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
で
は
、
汚
れ
の
原
因
の

80
％
が
生
活
排
水
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
台

所
の
生
ゴ
ミ
を
流
さ
な
い
よ
う
３
角
コ
ー

ナ
ー
（
生
ゴ
ミ
受
け
）
を
設
置
し
た
り
、
天

ぷ
ら
油
は
必
ず
回
収
し
、
資
源
ご
み
と
し
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

６月は、環境月間
み
ん
な
で
守
ろ
う　

き
れ
い
な
環
境

〜
小
田
原
メ
ダ
カ
な
ど
郷
土
の
豊
か
な
自
然
を
見
つ
め
ま
し
ょ
う
〜

Y
環
境
保
護
課　

☎
33
１
４
８
１

BOD（生物化学的酸素要求量）
とは、微生物が汚れを分解するとき
に必要な酸素の量で、この数字が
大きいほど、河川が汚れていること
を示しています。魚が住める水の目
安は5mg/R以下となります。

平成１９年度 河川水質調査結果 ＢＯＤ平均値

BOD3mg/R未満
BOD3mg/R以上
5mg/R未満
BOD5mg/R以上
調査地点

0.015

0.020

0.025
（ppm）

（ppm）

0.020

0.025

0.030

0.035

平成16年度 平成17年度 平成18年度

平成16年度

大気中の二酸化窒素濃度経年変化   
【一般環境大気測定局】

【自動車排出ガス測定局】

平成17年度 平成18年度

市役所

市民会館

県内平均値

県内平均値

0.017

0.022 0.022 0.022

0.024

0.034
0.033 0.033

0.024
0.023

0.016 0.016

（pg-TEQ/m3）

0.020

0.040

0.060

0.080

平成16年度 平成17年度 平成18年度

大気中のダイオキシン類経年変化

市役所

市消防本部

県内平均値

0.038

0.044
0.048

0.035

0.034 0.022

0.056

0.077

0.044

小田原メダカを守ろう
絶滅危惧種となっているメダ
カ。特に、小田原メダカは、
地域固有の遺伝子を持つ貴
重なもの。この財産を守るた
めに、私たちにできることは？
●放流はやめよう
ほかのメダカが混在することで、小田原メダカの遺伝
的性質が保てなくなります。

●小田原メダカのお父さんお母さんになろう
　捨てたり、放流したり、ほかの種類の魚と一緒に飼育
したりしないで、大切に育てるという約束を守れるかた、
お待ちしています。

対象　市内在住または市内事業者のかた（中学生以下は、
成年者の承認が必要）

定数　１００世帯（１世帯につき、１匹の申し込みまで）。
多数抽選。

申込　６月２７日Fまで（必着）に、はがきに郵便番号・
住所・氏名・年齢・勤務先（学校名）、電話番号
を書いて郵送。

〒２５０-８５５５　小田原市環境保護課
「小田原メダカ」係
※７月２０日A１０：３０から市役所で行う「メダカセミナー」
終了後にメダカをお渡しします。

外来生物について知ろう
外来生物（人が持ち込んだ生き物）によって自然
のバランスが崩れてしまうこと、知っていますか？
時には、人の身体や生活に影響を及ぼすことも
あるのです。
この問題を解決しようと、平成１７年６月から「特
定外来生物による生態系等に係る被害の防止
に関する法律」（外来生物法）が施行。
生態系や農林水産業、人の生命・身体への被
害を防止するため、特定外来生物（特に問題の
大きな生き物）を飼育・栽培、運搬、保管、輸入、
販売、野外に放つ・植える・まくなどの行為を禁止、
必要に応じて防除しています。

●主な特定外来生物
アライグマ、タイワン
リス、オオクチバス、
オオフサモ（右写真）、
カミツキガメ
※特にアライグマは、
本市でも被害や
目撃情報が寄せ
られ、対策に乗
り出しています。
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市
で
は
、
行
政
改
革
大
綱
「
お
だ
わ
ら
改
革

宣
言
２
０
０
２
」
に
基
づ
く
行
政
改
革
を
、
平

成
14
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
毎

年
度
、
そ
の
具
体
的
な
行
動
計
画
で
あ
る
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
定
め
て
、
人
件
費
を
抑

制
す
る
な
ど
の
財
政
運
営
の
効
率
化
と
と
も
に
、

市
民
満
足
度
・
重
要
度
調
査
な
ど
に
基
づ
く
市

民
満
足
度
の
向
上
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
年
度
初

め
に
定
め
た
各
実
施
事
業
の
目
標
に
向
け
た
努

力
と
成
果
を
た
た
え
る
の
が
、
行
革
大
賞
。

　

平
成
19
年
度
は
、
１
１
６
件
あ
っ
た
実
施
事

業
の
中
か
ら
、
次
の
６
件
を
選
出
し
ま
し
た
。

★
大
賞
（
１
件
）：
Ｆ
Ａ
Ｑ
（
よ
く
あ
る
質
問
と

回
答
）
シ
ス
テ
ム
の
運
用

★
金
賞
（
１
件
）：
市
営
住
宅
入
居
者
用
駐
車

場
の
整
備

★
銀
賞
（
１
件
）：
橘
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
こ
ゆ

る
ぎ
の
開
設

★
銅
賞
（
１
件
）：
市
立
病
院
に
お
け
る
医
事

業
務
の
委
託
契
約
の
見
直
し

★
奨
励
賞
（
２
件
）：
水
道
料
金
・
下
水
道
使

用
料
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始
、
身
近
な
み

ち
の
安
全
歩
行
空
間
づ
く
り
事
業 行

政
改
革
の
取
り
組
み
の
成
果
を
表
彰
す
る
「
行
革
大
賞
」

平
成
19
年
度
も
、
３
月
に
審
査
会
を
開
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
特
に
身
近
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

Y
行
政
経
営
室　

☎
33
１
３
０
５

行
政
改
革
の
成
果
を
競
っ
て
い
ま
す
！

行
革
レ
ポ
ー
ト

【
主
な
取
り
組
み
】

●
Ｆ
Ａ
Ｑ
（
よ
く
あ
る
質
問
と
回
答
）
シ
ス
テ

ム
の
運
用

　

市
に
多
く
寄
せ
ら
れ
る
質
問
と
そ
の
回
答
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
、
い
つ
で
も
疑
問

を
解
消
で
き
る
よ
う
な
環
境
に
し
よ
う
と
い
う

シ
ス
テ
ム
で
す
。
当
初
、
問
い
合
わ
せ
を
一
括

し
て
受
け
付
け
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を

検
討
し
て
い
ま
し
た
が
、
想
定
さ
れ
る
件
数
や

費
用
対
効
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
Ｆ
Ａ
Ｑ
シ
ス
テ

ム
と
し
て
昨
年
４
月
か
ら
運
用
を
始
め
ま
し
た
。

１
，２
０
０
件
以
上
の
質
問
と
回
答
を
掲
載
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
各
課
へ
の
問
い
合
わ

せ
も
で
き
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｑ
シ
ス
テ
ム
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://faq.city.odaw
ara.kanagaw

a.jp/

●
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始

　

平
成
19
年
10
月
か
ら
、
水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
を
納
入
通
知
書
で
支
払
う
場
合
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
支
払
え
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
市
の
窓
口
や
金
融
機

関
な
ど
で
の
取
り
扱
い
だ
っ
た
た
め
、
収
納
窓

口
が
平
日
の
昼
間
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
24
時
間
、
日
本
全
国
ど
こ
で
も

支
払
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。

●
身
近
な
み
ち
の
安
全
歩
行
空
間
づ
く
り
事
業

　

平
成
19
年
度
に
16
の
小
学
校
の
周
辺
道
路
37

か
所
で
、
路
側
帯
を
カ
ラ
ー
化
す
る
「
み
な
し

歩
道
」
の
設
置
や
、
危
険
な
交
差
点
の
カ
ラ
ー

化
を
行
い
ま
し
た
。
設
置
の
際
に
は
、
小
学
校

や
自
治
会
な
ど
と
意
見
交
換
を
重
ね
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
が
「
み
な
し
歩
道
」

の
内
側
を
歩
き
、
道
路
の
中
央
を
歩
く
こ
と
が

な
く
な
る
な
ど
、
安
全
な
歩
行
空
間
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
々
の
業
務
の
中
で
の
改
善
提
案
の

成
果
を
競
う
「
業
務
改
善
全
庁
大
会
」
も
同
時
に

開
き
、
平
成
19
年
度
の
１
７
５
件
の
業
務
改
善

の
中
か
ら
優
れ
た
取
り
組
み
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
行
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め
、
財
政

運
営
の
健
全
化
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

カラー化前後

プレゼンのようす
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市
立
病
院
は
県
の
周
産
期
医
療
の
一
角
を
担
っ

て
お
り
、
母
体
・
胎
児
の
異
常
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
28
週
未
満
の
早
産
や
、
出
生
後
に
児
の
集
学

的
治
療
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
、
県
立
こ
ど

も
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、産
婦
人
科
医
師
の
マ
ン
パ
ワ
ー
（
人
数
）

は
確
保
で
き
た
反
面
、
平
均
年
齢
が
下
が
っ
た
こ

と
で
イ
ン
サ
イ
ド
ワ
ー
ク
（
経
験
）
が
今
後
の
課

題
と
い
え
ま
す
。
出
生
率
の
低
下
が
叫
ば
れ
て
久

し
い
昨
今
で
す
が
、
実
は
そ
れ
以
上
に
深
刻
な
の

が
「
出
産
対
応
が
可
能
な
医
療
機
関
」
の
減
少
。

想
像
以
上
に
厳
し
い
現
状
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
た
く
て
も
産
む
場
所
が
…
と

い
う
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
地
域
病
院
の
果
た
す
べ
き
責
任
と
使

命
の
大
き
さ
。
お
母
さ
ん
た
ち
へ
〝
安
心
し
て
、

元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
く
だ
さ
い
〞

　

生
ま
れ
て
く
る
新
し
い
命
へ
〝
頑
張
っ
て
く
れ

て
、
あ
り
が
と
う
〞
こ
う
し
た
言
葉
を
ず
っ
と
語

り
か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

西湘地区の
中核病院として

●
産
科
、
小
児
科
、
外
科
、
麻
酔
科
が
各

１
人
づ
つ
計
４
人
増
員
で
さ
ら
に
充
実

　

産
婦
人
科
医
６
人
、
小
児
科
医
10
人
で

安
心
安
全
の
子
育
て
環
境
を
築
き
、
外
科

医
８
人
、
麻
酔
医
６
人
で
よ
り
高
度
な
専

門
技
術
を
提
供
し
ま
す
。

●
深
刻
な
医
師
不
足
が
続
く
内
科
（
呼
吸

器
科
・
消
化
器
科
・
循
環
器
科
）、
耳

鼻
い
ん
こ
う
科

　

初
診
（
※
）
の
か
た
は
、
引
き
続
き
、
地

域
の
開
業
医
な
ど
か
ら
の
紹
介
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
糖
尿
病
内
分
泌
科
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

地
域
の
開
業
医
な
ど
の
医
師
か
ら
の
相
談

が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、腹
痛
、下
血
、吐
血
、

黄お
う

疸た
ん

な
ど
の
消
化
器
症
状
の
か
た
は
紹
介

が
無
く
て
も
外
科
で
受
診
で
き
ま
す
。

※
内
科
は
過
去
１
年
以
内
、
耳
鼻
い
ん
こ

う
科
は
過
去
３
か
月
以
内
に
受
診
し
て

い
な
い
か
た
。

●
休
日
・
夜
間
の
診
療
を
引
き
続
き
制
限

　

火
・
木
曜
日
の
夜
間
（
午
後
５
時
15
分

か
ら
翌
日
午
前
８
時
30
分
ま
で
）、
土
・

日
曜
日
、
そ
の
ほ
か
休
診
日
の
昼
間
（
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

は
、
内
科
系
医
師
が
不
在
と
な
る
た
め
、

初
診
の
か
た
の
受
け
入
れ
を
制
限
し
ま
す
。

●
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

患
者
の
一
極
集
中
が
「
３
時
間
待
ち
の

３
分
診
療
」
や
「
救
急
患
者
の
た
ら
い
回

し
」
な
ど
医
療
の
質
を
低
下
さ
せ
る
一
因

に
な
り
ま
す
。
病
診
連
携
を
推
進
す
る
た

め
、
急
性
期
・
重
症
期
を
過
ぎ
た
か
た
に

地
域
医
療
機
関
へ
の
紹
介
を
進
め
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
相
談
で
き
る
、
か
か
り
つ

け
医
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
小

田
原
医
師
会
地
域
医
療
連
携
室
（
☎
47
０

８
３
３
）
ま
で
。

今年１月に就任した
産婦人科部長

平
ひら

吹
ぶき

 知
とも

雄
お

さん

平
成
20
年
度
市
立
病
院
の
診
療
体
制

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
充
実
と
改
善
を
図
り
ま
す

市
立
病
院
の
今
年
度
の
診
療
体
制
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Y
経
営
管
理
課　

☎
34
３
１
７
５
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Ｑ
医
療
を
受
け
た
際
、
窓
口
で
の
患

者
本
人
の
一
部
負
担
金
は
？

Ａ
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う

医
療
費
の
一
部
負
担
割
合
は
、
こ

れ
ま
で
の
老
人
保
健
医
療
制
度
と
同
様
、

所
得
に
応
じ
て
１
割
ま
た
は
３
割
と
な
り

ま
す
。

Ｑ
受
け
ら
れ
る
医
療
や
給
付
の
種
類

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
医
療
や
給
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w
w
w
.

kouiki-rengou-kanagaw
a.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
県
内
で
転
居
し
た
場
合
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
役
所
に
届
け
出
が
必

要
で
す
か
？

Ａ
転
居
し
た
場
合
は
、
従
来
ど
お
り

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
転
居

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
転
居
な
ど
の
住

民
異
動
届
け
が
あ
っ
た
場
合
は
、
被
保
険

者
か
ら
の
届
け
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な

し
ま
す
。

長
寿
医
療
制
度
っ
て
な
あ
に
？

Ｑ
夫
が
被
用
者
保
険
か
ら
長
寿
医
療

制
度
に
移
行
し
た
場
合
、
妻
（
74

歳
以
下
）
の
保
険
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
他
の
か
た
の
被
扶
養
者
に
な
る
場

合
を
除
き
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
被
用
者
保
険

の
資
格
喪
失
証
明
書
（
平
成
20
年
４
月
１

日
以
降
発
行
）
や
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
な
ど
）、印
鑑
を
ご
用
意
い
た
だ
き
、

国
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
被
用
者
保
険
の
被
保
険
者
と
被

扶
養
者
が
75
歳
に
な
る
と
、
勤
め
先
を
経

由
し
て
被
用
者
保
険
の
保
険
者
（
社
会
保

険
事
務
所
、健
保
組
合
、共
済
組
合
な
ど
）

に
対
し
、
今
ま
で
お
使
い
の
被
保
険
者
証

を
添
付
し
て
資
格
喪
失
の
届
け
出
（
被
扶

養
者
の
か
た
は
被
扶
養
者
異
動
届
）
を
し

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
保
険
料
の
算
定
方
法
は
？

Ａ
保
険
料
は
、
被
保
険
者
個
人
単
位

で
算
定
し
、
被
保
険
者
全
員
が
均

等
に
負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
被
保
険

75
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
が
対
象
の
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度
。

皆
さ
ん
か
ら
の
主
な
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

Y
保
険
課　

☎
33
１
８
４
３

者
の
前
年
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所

得
割
額
」
を
合
計
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
・
21
年
度
の
保
険
料
額
・
率
の

設
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
均
等
割
額
…
３
９
，８
６
０
円
（
年
額
）

●
所
得
割
率
…
７
・
45
％

※
県
内
は
、均
一
の
保
険
料
率（
均
等
割
額
、

所
得
割
率
）
と
な
り
ま
す
。

※
「
所
得
割
額
」
は
被
保
険
者
の
前
年
の

総
所
得
金
額
な
ど
か
ら
基
礎
控
除
額

（
33
万
円
）
を
控
除
し
た
額
に
「
所
得
割

率
」
を
乗
じ
た
額
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
納
め
る
の

で
す
か
？

Ａ
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
の
天
引
き

で
す
が
、
次
の
か
た
は
、
普
通
徴

収
に
な
り
ま
す
。

❶
年
金
の
支
給
額
が
年
額
で
18
万
円
未
満

の
か
た
。

❷
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
と
介
護
保

険
料
の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
２
分

の
１
を
超
え
る
か
た
な
ど
。

Ｑ
保
険
料
の
通
知
が
来
な
い
で
す
が
、

い
つ
来
る
の
で
す
か
？

Ａ
４
月
支
給
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ

れ
て
い
る
か
た
は
、
４
月
上
旬
に

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の

か
た
は
７
月
上
旬
こ
ろ
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

Ｑ
平
成
20
年
３
月
ま
で
健
康
保
険
の

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
場
合
は
、
保

険
料
の
納
付
が
軽
減
さ
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
制
度
開
始
の
特
例
措
置
と
し
て
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
保

険
料
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
10

月
か
ら
平
成
21
年
３
月
ま
で
は
均
等
割
の

９
割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
75
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
長
寿
医

療
の
被
保
険
者
に
な
る
に
は
、
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
で
す
か
？

Ａ
県
内
に
お
住
ま
い
の
か
た
で
、
４

月
以
降
に
75
歳
に
な
る
か
た
は
、

75
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら
自
動
的
に
被
保

険
者
と
な
り
ま
す
。
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❸
児
童
・
幼
児（
13
歳
未
満
）を
自
転
車
に

乗
せ
る
と
き
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を

　

保
護
者
な
ど

が
運
転
す
る
自
転

車
に
同
乗
さ
せ
た

り
、
児
童
・
幼
児

自
身
が
自
転
車
を

運
転
し
た
り
す
る

場
合
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
に
努
め
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
（
努
力
義
務
）。

❹
75
歳
以
上
の
か
た
は
高
齢
者
運
転
標
識

（
も
み
じ
マ
ー
ク
）
の
表
示
を

　

普
通
自
動
車
を

運
転
す
る
場
合
に

表
示
義
務
を
怠
る

と
罰
則
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。
70
〜
74

歳
の
か
た
も
、
身
体
機
能
の
低
下
が
見
受

け
ら
れ
る
場
合
は
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

❺
聴
覚
障
害
の
か
た
は
聴
覚
障
害
者
標
識

の
表
示
を

　

聴
覚
障
害
の
か
た

が
運
転
す
る
車
に
幅

寄
せ
を
し
た
り
、
急
に

前
方
に
割
り
込
む
こ

と
は
禁
止
さ
れ
ま
す
。

Y
暮
ら
し
安
全
課　

☎
33
１
８
５
１　
　

小
田
原
警
察
署　

☎
32
０
１
１
０

❶
後
部
座
席
に
人
を
乗
せ
る
と
き
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
装
着
を

　

助
手
席
以
外
（
後
部
座
席
な
ど
）
に
つ

い
て
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

❷
児
童
、
幼
児
（
13
歳
未
満
）
が
普
通
自

転
車
を
運
転
す
る
場
合
、
歩
道
通
行
が

可
能
に

　

児
童
・
幼
児
が
自
転
車
を
運
転
す
る
と

き
、
車
道
通
行
が
危
険
な
場
合
、
歩
道
通

行
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、自
転
車
は
車
道
通
行
が
原
則
。

歩
道
を
通
行
す
る
場
合
は
、
あ
く
ま
で
歩

行
者
が
優
先
で
す
。

６
月
１
日
か
ら

改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
！

Y
ま
ち
づ
く
り
景
観
課　

☎
33
１
５
９
５

　

平
成
19
年
10
月
に
着
工
し
た
国
府
津
駅
前

広
場
が
６
月
末
に
完
成
し
ま
す
。

　

広
場
東
側
に
バ
ス
専
用
の
進
入
路
を
新
設

し
、
路
線
バ
ス
と
一
般
車
・
タ
ク
シ
ー
の
進

入
路
を
分
離
し
ま
す
。

　

ま
た
、
広
場
内
の
中
央
部
分
に
バ
ス
乗
降

場
を
設
置
、
そ
の
外
側
を
、
右
回
り
一
方
通

行
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
。
広
場
内
で
の
混
雑
を

解
消
し
、
交
通
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
便
利

で
安
全
に
利
用
で
き
ま
す
。

●
路
線
バ
ス
は
、
①
か
ら
広
場
内
に
進
入
し
、

バ
ス
乗
降
場
で
乗
客
を
乗
降
。
②
か
ら
国

道
一
号
へ
退
出
す
る
一
方
通
行
と
な
り

ま
す
。

●
一
般
車
・
タ
ク
シ
ー
は
、
従
来
ど
お
り
②

か
ら
広
場
内
に
進
入
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
を

バ
ス
乗
降
場
に
沿
っ
て
右
回
り
で
周
回
後
、

②
か
ら
国
道
一
号
へ
退
出
し
ま
す
。

●
広
場
北
側
（
国
府
津
駅
側
）
に
一
般
車
乗

降
車
場
（
３
台
分
）、
タ
ク
シ
ー
乗
降
車

場
（
３
台
分
）、
身
障
者
用
乗
降
車
場
（
１

台
分
）
を
設
置
し
ま
す
。

国
府
津
駅
前
広
場
が
い
よ
い
よ
完
成
！

⬅完成イメージパース

⬆平成１９年度小田原市交通安全ポスターコンクール
市長賞
　豊川小２年（入賞当時）　髙橋知寛さんの作品
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Q
１
：
ど
こ
に
つ
け
る
の
？

　

寝
室
の
天
井
や
壁
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

寝
室
が
２
階
な
ど
の
場
合
は
、
階
段
に
も
設

置
が
必
要
で
す
。

Q
２
：
ど
こ
で
買
え
る
の
？

　

消
防
用
の
設
備

を
取
り
扱
っ
て
い

る
店
舗
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、
電
気

店
な
ど
で
買
え
ま

す
。
国
の
技
術
基

準
に
適
合
し
た
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
が
つ
い
て

い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

価
格
の
目
安
は
、
１
個
４
，０
０
０
円
か

ら
１
０
，０
０
０
円
ぐ
ら
い
で
す
。

Q
３
：
ど
う
や
っ
て
つ
け
る
の
？

　

ね
じ
な
ど
で
簡
単
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
す

が
、
詳
し
く
は
予
防
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http:/w
w
w
.city.odaw

ara.kanagaw
a.jp/

f-fight/

火
災
の
煙
や
熱
に
反
応
し
て
、

音
や
光
で
危
険
を
知
ら
せ
る「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

本
市
で
は
、

煙
式
の
警
報
器
の
設
置
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
住
宅
に
は
、
も
う
つ
い
て
い
ま
す
か
？

Y
予
防
課　

☎
49
４
４
２
４

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
化
さ

れ
て
２
年
。
こ
の
名
前
を
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
か
た
は
、
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
築
の
住
宅
で
あ
れ
ば
、
建
て
る
と
き
に

設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
す
で
に

建
っ
て
い
る
住
宅
で
も
、
平
成
23
年
５
月
31
日

ま
で
に
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
だ
先
の
こ
と
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ

の
必
要
性
を
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

原
因
は
、
逃
げ
遅
れ

　

住
宅
の
火
災
で
亡
く
な
っ
た
か
た
は
、
全
国

で
５
年
連
続
し
て
１
，０
０
０
人
を
超
え
て
い

ま
す
。
そ
の
大
部
分
は
、
就
寝
時
で
気
づ
か
ず

に
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

も
し
、
火
災
を
知
ら
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
、

寝
て
い
て
も
す
ぐ
に
気
づ
き
、
い
ち
早
く
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
被
害
を
最
小
限
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
た
は
ず
。

命
の
見
張
り
番
！

【悪質な販売方法にご注意】
　設置義務化に伴い、消防職員
を装って高く売り付ける業者が
いるかもしれません。消防職員
や消防団員が販売することはあ
りません。
　「おかしいな？」と思ったら、そ
の場で契約せずに、西さがみ連
邦共和国消費生活センターへご
相談を！

相談専用ダイヤル
☎３３-１７７７

　昨年、父の日のプレゼントでつ
けてもらったんです。二人きりの生
活だし、火災が起きても逃げ遅れ
のないようにってね。
　それまでは、消火器を備えておく
だけだったんですよ。でも消火器は、
いざというときに慌てて使い方が分
からなくなったり、違うところに消火
液をまいてしまったり…。警報器な
ら小さくて目立たないし、危険を知
らせる音が鳴ったら、いち早く逃げ
るだけだから、安心感が違います。
「音＝逃げる」こういう単純明快な
ものが、高齢者にはぴったり。
　最近、警報器の悪質販売の被
害をよく耳にします。逆に考えると、
それだけ必要なものなんですよね。
全世帯で設置されれば、もっと安
心な生活が送れると思いますよ。

「音＝逃げる」
これがいいんです！
山口章さん、スエさん（東大友）

　

し
か
も
、
65
歳
以
上
の
か
た
が
被
害
に
遭
う

割
合
が
多
い
の
も
、
事
実
な
の
で
す
。

実
際
の
例
も

　

市
内
で
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
い

る
割
合
は
、
約
20
％
。

　

義
務
化
さ
れ
て
か
ら
２
年
の
間
に
も
、
設
置

し
て
い
た
こ
と
で
警
報
器
が
鳴
り
渡
り
、
火
災

を
早
期
に
発
見
で
き
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
事

例
が
、
３
件
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
は
〝
命
の
見
張
り
番
〞。
安
心
な

生
活
を
送
れ
る
、
防
災
機
器
な
の
で
す
。

一
日
も
早
い
設
置
を

　

１
月
か
ら
３
月
ま
で
に
市
内
で
発
生
し
た
火

災
の
件
数
は
、
21
件
。
そ
の
う
ち
、
12
件
が
建

物
火
災
で
す
。
火
災
を
予
防
す
る
こ
と
は
大
切
。

そ
し
て
、
万
一
起
き
て
し
ま
っ
た
と
き
の
対
策

も
重
要
で
す
。

　

住
宅
火
災
で
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
一

日
も
早
く
警
報
器
を
設
置
す
る
よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

実際に設置しているかたに
お話を伺いました

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
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Y
文
化
財
課　

☎
33
１
７
１
８

　

史
跡
小
田
原
城
跡
の
整
備
事
業
の
一
環

と
し
て
、
馬
出
門
一
帯
を
復
元
中
で
す
。

　

馬
出
門
は
江
戸
時
代
、
小
田
原
城
の
大

手
門
を
通
り
二
の
丸
へ
と
入
る
大
手
筋
の

重
要
な
門
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

門
を
通
る
と
、
石
垣
・
土
塀
に
囲
わ
れ

た
桝ま

す

形が
た

と
呼
ば
れ
る
四
角
い
エ
リ
ア
が
あ

り
、
さ
ら
に
、
内う

ち

冠か
ぶ

木き

門も
ん

を
通
り
馬
屋
曲

輪
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
２

つ
の
門
と
土
塀
を
、
往
時
の
姿
に
復
元
し

ま
す
。

　

現
在
は
、
門
・
土
塀
の
木
材
組
み
立
て

作
業
も
完
了
し
、
雄
大
な
門
の
形
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
は
土
塀
の
塗
り

込
み
作
業
や
瓦
屋
根
の
設
置
な
ど
を
行
い

ま
す
。

　

平
成
21
年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
、
工

事
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

よ
み
が
え
る
馬
出
門

史跡小田原城跡・
馬出門枡形整備現場
見学会

馬出門桝形整備工事の現
場見学会を開きます。
完成後では見ることのでき
ない土塀の塗り込み作業
などをご覧いただけます。

日時
６月２８日G１０：００～１２：００
※小雨決行

定員
１００人程度・多数抽選
申込
６月１３日Fまで（消印有効）
に、往復はがきに代表者
氏名・住所・電話番号・全
員の氏名（１グループ４人ま
で可）を書いて郵送。
〒２５０-８５５５
小田原市文化財課

内冠木門

土塀整備イメージ図

馬出門

整
備
が

順
調
に
進
行
中

馬出
門土
橋

馬
出
門

内
冠
木
門

桝
形

３Ｄ小田原城
好評公開中！

http://www.city.odawara.
kanagawa.jp/field/lifelong/
culture/3dcg_odawara.html
※詳しくは１３ページを
ご覧ください。
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自治会総連合　役員　会長：相川文雄　副会長：石川信雄・渡辺征男　　会計：木村秀昭
　　　　　　　　　　理事：須田勝次・星野清治・飯田和夫・高橋隆一郎・伊澤二三雄
　　　　　　　　　　監事：今泉奉・市川勇・鈴木秀雄
連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名
緑 第１区 ☆ 今泉奉 東富水 中曽根 金子穂積 下府中 鴨宮４区ー１ 鈴木章 酒匂・

小八幡
酒匂４区 石川一明

駅前第２区 栗田新市 飯田岡東 津田優 鴨宮４区ー２ 保田幸雄 酒匂５区 川本孝雄
第３区 古屋正義 堀之内 平山芳一 鴨宮５区 勝又國長 酒匂６区 植田博之
浦町 小山公一 富水 飯田岡本村 香川功 大道 古川毅 酒匂７区 二見昌一
第４区 草山匡文 飯田岡若宮 鈴木忱 桜井 寺下 米山敦 酒匂８区 三廻部洋次郎
第５区 坂本坦 飯田岡飯中 岩本武雄 高河原 釼持悟 酒匂９区 小林貴志
竹花 瀬戸衛 飯田岡楠 長崎春松 河原庭 片山幸男 酒匂１０区 島﨑昌樹
銀座 佐久間興一 柳新田 小林二郎 西之庭 ☆ 相川文雄 酒匂１１区 栗田和雄

新玉 台宿 井上常一 小台 井上勝美 新屋敷 小林三十四 酒匂１２区 田上昭和
大工町 門松俊二 池田 中野武 浅原 青木富雄 酒匂１３区 岩田孝康
第９区 小林康男 新屋 鍵和田康正 東栢山中の町 田原隆 酒匂１４区 澤井俊夫
第１０区 土屋裕利 府川 阿部一顯 東栢山学校前 窪田寛 酒匂１５区 多賀勉
第１１区 飯田和男 久所 久津間厚次 東栢山城北 近藤赳夫 酒匂１６区 久保隆宏
第１２区 ☆ 須田勝次 仲沢 長谷川廣行 東栢山道下 二宮勉 小八幡１区 ☆ 鈴木秀雄
第１３区 森岡克至 北ノ窪 内田孝夫 東栢山道上 二宮義 小八幡２区 安藤勝彦
新宿 露木英治 穴部 平野嗣和 柳町 大田原文明 小八幡３区 栗原稔育

万年 第１５区 亀井宏悦 穴部新田 斉藤幸雄 西栢山 杉山忠男 小八幡４区 本多光夫
第１６区 石井好一 上清水 ☆ 木村秀昭 栢山清流荘 篠原徹 小八幡５区 髙澤衛
第１７区 ☆ 神保伸夫 下清水 間中俊雄 弥生 西條博之 小八幡６区 松村民久
第１８区高梨町 福住昌久 久野 宮本 中津川福蔵 豊川 飯泉１区 ☆ 山口澄 小八幡８区 木暮周介
第１９区 小髙伯夫 坂下 倉石喜七郎 飯泉２区 富山浩明 小八幡９区 津山貴嗣
第２０区ー１ 髙井哲 京福台 岸本勝彦 飯泉３区 亀井光雄 小八幡１０区 瀧本尭
第２０区ー２ 佐々木正勝 北久保 山川健二 東成田 村山孝 片浦 石橋 ☆ 中井英雄

幸 第２１区 桑原義樹 下宿 奥津不二男 西成田 栢沼藤行 米神 松本勇
第２２区 内山宏 久野中宿 早野竹雄 成和 大村慎哉 根府川 會田髙久
第２３区 加藤條一 星山 石内正行 桑原 村山伊三夫 江之浦 森本俊行
第２４区 山口芳司 中久野 杉崎正芳 富士見 細羽英昭 曽我 上曽我 鳥居敬
第２５区 藤田幹夫 三国 古賀義隆 上府中 高田別堀西 磯﨑衛 中河原 加藤長男
第２６区 瀬戸裕一 留場 駿河寛 高田別堀南 杉崎一博 下大井 小宮清隆
第２７区 ☆ 瀬戸充 坊所 ☆ 星野清治 高田別堀東 市川直 鬼柳 佐藤隆司

十字 第２８区 安藤啓一 欠ノ上 小宅健治 上千代 杉山満 曽我大沢 徳田光行
第２９区 ☆ 福田光好 舟原 田中隆 上原 富田昌治 春木住宅 ☆ 田中章悟
第３０区 神永四郎 諏訪の原 小林芳司 下千代 吉野輝夫 籠場住宅 飯岡芳雄
第３１区 荒川優 和留沢 釣巻栄助 永塚 秦　瑛 花里住宅 新鹿勲
第３２区 改井秀隆 大窪 第５８区 津田好一 東大友 吉本順 橘南 西第１区 ☆ 石塚秋太郎

足柄 第３３区 石川進 第５９区 植村勝若 西大友 関田初男 西第２区 大曽根哲夫
セントラルハイツ ☆ 斎藤順治 第６０区 荻野晄男 延清 ☆ 市川輝雄 中宿 廣澤朗光
第３４区 篠田康光 第６１区 ☆ 石川信雄 下曽我 曽我原 曽我育巳 向原 椎野禎章
第３５区 大川和美 第６２区 秋山勉 曽我谷津 神保武士 町屋 椎野亨
第３６区 早野一男 第６３区 上村信幸 曽我岸 湯川誠一 押切 田代賢二
第３７区 川田康弘 第６４区 安藤保之 曽我別所 ☆ 穂坂敏雄 羽根尾 渡邉徳太郎

芦子 寺町 萩野太郎 早川 木地挽 木村正達 曽我神戸 渡邉一造 ＪＲ前川アパート 池田政孝
荻窪 田嶋邦典 早稲田 ☆ 飯田和夫 曽我山岸 柳川昌弘 橘北 中村原第１区 石井進
上谷津 高橋一郎 向口 山口芳郎 国府津 国府津第１区 松本今朝臣 中村原第２区 ☆ 渡辺征男
中谷津 村野芳一 西組 山室傳治郎 国府津第２区 関野英夫 中村原第３区 飯田瞳
下谷津 平井亀之助 中組 竹井幹治 国府津第３区 朝倉知 中村原住宅 岡谷秀樹
入谷津 山田義衞 東組 大津俊一 国府津第４区 古谷安雄 中村原第６区 川野泰明　
池上 ☆ 市川勇 山王

網一色
山王松原 栁下達藏 国府津第５区 石塚勇 中村原第７区 土屋良美

二川 井細田１区 石川辰男 山王西 湯川長次 国府津第６区 柴山公平 小船第１区 坂本和昭
第４３区 中戸川葆弘 山王東 石井一雄 国府津第７区 佐藤哲男 小船第２区 小宮信市
第４４区 ☆ 村山泰久 山王７０区 山口繁 国府津第８区 江藤忠 山西 福原亮
小田原グリーンタウン 上田泰三郎 網一色 ☆ 山田寛 国府津第９区 向尾恭政 小竹下 林勝之

東富水 蓮正寺第１ ☆ 木村貞雄 下府中 下堀 志村学 国府津第１０区 原田俊雄 小竹打越 小澤和義
蓮正寺第２ 土屋晧 中里１区ー１ 村山幸二 国府津第１１区 細谷誠次 小竹坂呂 小澤寿雄
蓮正寺第３ 栗原邦夫 中里１区ー２ 高橋直之 国府津第１２区 長谷川昇 小竹脇 岡部穣
蓮正寺第４ 照井繁 中里２区 鈴木晴夫 国府津第１３区 中川栄一 明沢 古牧重三
蓮正寺第５ 池谷勇 矢作 村山行雄 国府津第１４区 小島實 沼代 野口幸雄
蛍田駅前 吉澤俊一 南鴨宮１区 香坂功喜 国府津第１５区 川口眞弘 上町 眞壁孝兒
霞ノ瀬 島田孝 南鴨宮２区 菅野和明 国府津第１６区 村上良照 橘団地共同 南川勝彦
狩川 永森修司 南鴨宮３区 植田正 国府津第１８区 ☆ 伊澤二三雄 橘団地一般住宅 大澤正忠
蛍生会 金澤惠美子 南鴨宮４区 早野格郎 国府津第１９区 小岩幸雄 さつきが丘 柳堀俊夫
蓮正寺住宅 吉葉茂樹 南鴨宮５区 米澤政道 酒匂・

小八幡
酒匂１区 宮坂剛一 湘南橘台住宅 田辺三雄

よし田 髙橋東吾 鴨宮２区 ☆ 高橋隆一郎 酒匂２区 川瀬正揚 若葉台 濱田祐爾
蛍田中央 中島哲夫 鴨宮３区 瀬戸勇 酒匂３区 鈴木利徳

自治会長名簿

(地区順・敬称略、☆は連合会長)（６月１日現在）

自治会長は、自主的に組織された自治会の代表者です。自治会は、地域の人々
とのコミュニケーションに欠かせない存在。みんなでまちづくりに参加し、お互
いに助け合える住みよいまちを目指しましょう。　Y地域政策課　☎33-1457

平成２０年度
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元
気
あ
ふ
れ
る
人
た
ち
の
笑
顔
は
、

見
て
い
る
人
た
ち
に
も

力
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

み
ん
な
が
元
気
に
な
る
よ
う
に
、

す
て
き
な
笑
顔
を
お
届
け
し
ま
す
。

今
月
の

　
「
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
住
民
参
加
型
。
ご
年
配

の
か
た
か
ら
参
加
の
声
を
い
た
だ
け
た
時
は
何

よ
り
で
し
た
」
時
に
は
、
行
政
に
物
を
言
う
こ

と
の
必
要
性
も
。

　
「
地
域
、市
民
を
舞
台
裏
で
支
え
る
の
が
行
政
。

ま
さ
に
、
三
位
一
体
で
す
」
経
験
に
基
づ
く
口

調
と
冷
静
な
ま
な
ざ
し
。

　
「
地
域
の
自
立
と
自
律
。
身
近
で
、
い
つ
何

が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
こ
の
時
代
こ
そ
、
地

域
の
こ
と
は
ま
ず
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
共
有
し

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
ん
で
す
。
自
助
か
ら

共
助
へ
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ご
近
所
さ
ん
へ

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
顔
と
顔
の
つ
な
が

る
、
共
に
助
け
合
え
る
社
会
の
実
現
。
私
の
率

直
な
願
い
で
す
」

４月に自治会総連合会長に就任

相川 文雄さん
（曽比在住）

　
「
地
域
と
い
う
舞
台
の

主
人
公
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
一
人
一
人
で
す
」

　

存
在
感
の
あ
る
雰
囲
気

が
印
象
的
な
相
川
新
会
長
。

　

定
年
退
職
後
に
都
内
を

離
れ
、
母
親
の
住
む
小
田

原
へ
や
っ
て
き
た
こ
と
が

自
治
会
活
動
の
き
っ
か
け

で
す
。

　
「
最
初
は
、
地
域
に
何

ら
か
の
形
で
貢
献
で
き
れ

ば
と
会
計
担
当
者
を
任
さ

れ
ま
し
た
」
厚
い
人
望
と
信
頼
で
単
位
自
治
会

長
、
総
連
副
会
長
な
ど
を
歴
任
し
現
職
に
。

　
「
最
も
印
象
深
い
活
動
は
、
小
田
急
栢
山
駅

西
口
の
改
札
口
開
設
。〝
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の

た
め
に
な
る
こ
と
。
絶
対
に
実
現
し
よ
う
〞
と

の
強
い
気
持
ち
で
何
度
も
関
係
者
と
提
案
・
交

渉
を
繰
り
返
し
ま
し
た
」
温
和
な
表
情
の
奥
に

み
え
る
熱
い
思
い
。

　
「
学
校
や
仕
事
が
休
み
の
日
。
ふ
だ
ん
、
車

や
自
転
車
で
走
っ
て
い
た
道
を
歩
い
て
み
て
く

だ
さ
い
。
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た〝
何
か
〞に
、

ふ
と
気
づ
く
ん
で
す
。
地
域
を
知
っ
て
い
た
だ

く
第
一
歩
で
す
ね
」

　

40
人
で
始
め
た
『
桜
井
子
ど
も
を
守
る
会
』

は
現
在
、
１
２
０
人
に
。

　

昨
今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
進
展
な
ど
を
踏
ま

え
、「
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
」
や
「
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
」

に
代
表
さ
れ
る
無
償
や
安
価
で
高
機
能
な
既
存
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
、
本
市
の
施
設
や
施
策
な

ど
を
市
民
の
皆
さ
ん
へ
分
か
り
や
す
く
情
報
提
供
す

る
手
法
を
調
査
研
究
し
て
い
く
中
で
、
平
成
19
年
度

に
「
３
次
元
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
よ

る
江
戸
時
代
の
小
田
原
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

文
久
年
間
（
西
暦
１
８
６
１
年
〜
１
８
６
４
年
）

の
古
地
図
（
文
久
図
）
を
基
と
し
な
が
ら
、
元
禄
年
間

（
西
暦
１
６
８
８
年
〜
１
７
０
４
年
）
の
本
丸
御
殿
や

二
の
丸
御
殿
、
大
腰
掛
や
馬
屋
な
ど
も
加
え
て
、
小

田
原
城
が
最
も
華
や
か
だ
っ
た
時
代
を
３
次
元
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
再
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｃ
Ｇ
が
本
市
の
歴
史
や
魅
力
を
再
発
見
し
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
利

活
用
を
検
討
し
ま
す
。

Y情報システム課　☎３３-１２６４

「３次元コンピュータグラフィッ
クスによる江戸時代の小田原」
を作成！

ズームイン

http://www.city.odawara.kanagawa.jp/field/lifelong/culture/3dcg_odawara.html



「
美
し
く
風
格
の
あ
る

 
お
だ
わ
ら
の
景
観
づ
く
り
を
」

■
ま
ち
な
み
が
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
17
年
６
月
１
日
、「
景
観
法
」
が

全
面
的
に
施
行
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
６

月
１
日
が
「
景
観
の
日
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

景
観
法
の
基
本
理
念
の
普
及
や
良
好
な

景
観
形
成
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活

動
が
全
国
的
に
広
ま
り
、
景
観
計
画
を
策

定
す
る
自
治
体
が
増
え
ま
し
た
。

■
良
好
な
色
彩
景
観
を
目
指
し
て

　

ま
ち
の
景
色
で
、
最
も
強
く
印
象
を
与

え
る
要
素
の
一
つ
が
「
色
彩
」
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
建
築
物
や

屋
外
広
告
物
に
は
、
落
ち

着
き
の
あ
る
も
の
や
派
手

な
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
こ
れ
ら
を
色
彩

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
に
は
、

十
分
な
調
査
や
検
討
を
し

て
一
定
の
ル
ー
ル
を
決
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
ち
の
色
彩
は
、
何
を
目

立
た
せ
、
何
を
抑
え
る
の
か
、

そ
の
目
立
ち
方
の
具
合
を

調
整
し
、
背
景
と
な
る
風
景
と
の
調
和
を

考
慮
し
て
、
総
合
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば

景

観

の

日

海
や
山
、
川
な
ど
の
豊
か
な
自
然
資
源
や

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
に
囲
ま
れ
る
城
下
町
・
小
田
原
。

景
観
法
に
基
づ
く
景
観
計
画
を
運
用
し
、
こ
れ
ら
の
貴
重
な
財
産
を
守
り
、

育
て
、
生
か
し
、
よ
り
よ
い
景
観
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
国
道
１
号
本
町
・
南
町
地
区
」
を
景
観
計
画
重
点
区
域
に
追
加
し
ま
し
た
。

Y
ま
ち
づ
く
り
景
観
課　

☎
33
１
５
７
３

６
月
１
日
は

14



な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
の
景
観
計
画
で
も
、
色
彩
基
準
を

重
要
な
要
素
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

　

色
彩
は
、色
相
（
い
ろ
あ
い
）、明
度
（
あ

か
る
さ
）、
彩
度
（
あ
ざ
や
か
さ
）
の
三
属

性
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
数
値
で
表
現

で
き
ま
す
が
、
そ
の
目
立
ち
方
に
関
し
て

は
、
特
に
彩
度
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い

の
が
一
般
的
で
す
。

　

こ
の
基
準
を
決
め
る
際
に
は
、
色
彩
の

専
門
家
が
既
存
建
築
物
や
工
作
物
の
外
観

の
色
彩
調
査
や
検
討
を
行
い
、
こ
れ
ま
で

に
地
域
に
蓄
積
さ
れ
た
色
彩
（
地
域
で
主

に
使
わ
れ
て
い
る
色
彩
）
を
重
視
し
、
周

囲
と
調
和
の
と
れ
た
景
観
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　

ま
ち
な
か
で
は
、
固
定
さ
れ
大
き
な
面

積
を
占
め
る
建
築
物
の
外
壁
な
ど
を
背
景

「
地
」
と
し
、
樹
木
や
花
々
な
ど
の
生
き

た
自
然
色
を
主
役
「
図
」
と
し
て
際
立
た

せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
が
目
指
す
色
彩
景
観
は
次
の
３
点

で
す
。

❶
海
か
ら
山
ま
で
連
続
す
る
豊
か
な
自
然

の
存
在
感
が
際
立
つ
色
彩
景
観

❷
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
継
承
し
た
落
ち

着
き
と
風
格
が
あ
る
色
彩
景
観

❸
季
節
の
花
々
や
催
事
の
彩
り
が
映
え
る

変
化
と
活
力
の
あ
る
色
彩
景
観

■
市
全
域
に
お
け
る

　

色
彩
制
限
の
考
え
方

　

緑
や
海
、
山
な
ど
自
然
景
観
要
素
の
存

在
感
を
い
っ
そ
う
引
き
立
た
せ
る
た
め
、

景
観
の
中
で
、
よ
く
目
立
ち
、
突
出
し
た

要
素
と
な
り
や
す
い
高
彩
度
色
を
、
建
築

物
や
工
作
物
の
外
観
の
色
彩
に
使
用
す
る

こ
と
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

■
小
田
原
城
周
辺
に
お
け
る

　

色
彩
制
限
の
考
え
方

　
（
景
観
計
画
重
点
区
域
）

　

建
築
物
の
外
壁
や
工
作
物
の
色
彩
は
、

地
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
小
田
原
城
を
一

層
引
き
立
た
せ
、
ま
ち
な
み
と
し
て
一
体

感
の
あ
る
景
観
を
形
成
す
る
た
め
、
既
存

の
ま
ち
な
み
の
基
調
で
あ
る
暖
色
系
の
色

相
を
基
本
に
、
落
ち
着
い
た
低
彩
度
の
色

彩
に
誘
導
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
築
物
の
屋
根
の
色
彩
は
、
城

址
公
園
な
ど
の
自
然
の
緑
と
融
和
し
た
風

格
の
あ
る
景
観
を
形
成
す
る
た
め
、
低
彩

度
で
重
厚
感
の
あ
る
低
明
度
の
色
彩
に
誘

導
を
図
り
ま
す
。

　

小
田
原
駅
や
小
田
原
城
の
周
辺
地
区
で
は
、

市
独
自
の
屋
外
広
告
物
条
例
も
あ
り
、
景

観
計
画
と
同
様
に
色
彩
基
準
を
定
め
、
そ

の
色
使
い
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
色
彩
な
ど
の
専
門
家
を
派
遣
す

る
街
づ
く
り
景
観
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
景
観
に
関
す
る
届
け
出

　

景
観
計
画
と
の
適
合
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

た
め
、
一
定
規
模
以
上
ま
た
は
景
観
計
画

重
点
区
域
内
の
建
築
物
の
建
築
や
工
作
物

の
建
設
な
ど
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
景
観
法

に
基
づ
く
届
け
出
が
必
要
で
す
。

15

■「国道１号本町・南町地区」を
　景観計画重点区域に追加

　平成９年より良好なまちづくりに取
り組んできた「国道１号・きらめき道
づくり景観形成地区（国際通り交差
点から早川口交差点までの沿道な
ど）」を、３月３１日に景観計画に位
置づけ、８月１日から施行します。
　既存の景観計画重点区域である
「小田原城周辺地区」「小田原駅
周辺地区」と併せて、小田原駅か
ら「国道１号本町・南町地区」まで
の約５３.６haが一体的に景観計画
重点区域となり、より一層の良好な
景観形成が図れます。

「国道１号本町・南町地区」色彩景観の考え方



ま
ち
づ
く
り
情
報
誌

広
報
お
だ
わ
ら
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

４
月
１
日
現
在 

小
田
原
市
の
人
口
１
９
８
，５
１
０
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８
７
世
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しょう

一
いち

さん
（３年生）

千代中学校
（生徒数：５７６人）

地
域
に
広
げ
る
エ
コ
活
動

　

千
代
中
学
校
で
は
、「
千
代
中
航
海
〜
未
来
へ

の
船
出
〜
」
を
生
徒
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
ま
で
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
地
域
に
も
広
げ
て
い
こ

う
と
い
う
生
徒
の
思
い
か
ら
作
っ
た
も
の
。

　

生
徒
会
は
、
主
に
二
つ
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
は
エ
コ
活
動
で
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
と
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
。
キ
ャ
ッ
プ
は

８
０
０
個
で
一
人
分
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
に
替
え

ら
れ
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
活
動
を
始
め
、
今
ま
で

に
63
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
運
動
で
は
、
車
い
す
を
購
入

し
、
地
域
の
施
設
に
寄
付
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
当
初
は
校
内
の
み
の
活
動
で
し
た
が
、

昨
年
度
か
ら
は
地
元
の
商
店
に
も
協
力
を
依
頼
し
、

今
ま
で
以
上
に
回
収
で
き
ま
し
た
。
今
後
さ
ら
に

活
動
の
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

協
力
し
て
い
た
だ
け
る
か
た
は
、
学
校
に
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
オ
ア
シ
ス
運
動
。
こ
れ
は
、「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」「
失
礼
し
ま
す
」「
す
み
ま
せ
ん
」
の
四
つ
の
言

葉
の
頭
文
字
を
取
っ
て
名
づ
け
た
、
あ
い
さ
つ
運

動
で
す
。
数
年
前
か
ら
始
め
た
こ
の
運
動
で
、
今

で
は
生
徒
全
員
が
気
持
ち
の
い
い
あ
い
さ
つ
が
で

き
る
学
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
あ
り
が
と
う
週
間
」
と
い
う
、
ふ
だ

ん
は
素
直
に
伝
え
ら
れ
な
い
感
謝
の
気
持
ち
を
、

掲
示
や
放
送
を
通
し
て
相
手
に
伝
え
る
活
動
も
し

て
い
ま
す
。

　

気
持
ち
の
い
い
あ
い
さ
つ
や
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
自
分
た
ち
が
生
活
す
る
場
の
よ
り
よ
い
未
来

を
創
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

このコーナーでは、小・中学校でのユニークな取り組みを
紹介します。子どもたちの生き生きとした表情を見ると、小
田原の未来も安心！という気持ちになりますね。

Y教育政策課　☎３３-１６７１

今月号は…

連載

千代中では、「オアシス運動」と
いうあいさつ運動と、「ありがとう
週間」という、人に感謝の気持ち
を伝える活動があります。僕は、
この二つの活動を通して、あいさ
つが気持ちいいと思えるようにな
り、心からありがとうと言えるよう
になりました。自分のように思え
る人を一人でも増やせるように、
これからも頑張っていきたいです。

　梅雨の代表的な花を二つ紹介
します。
　一つは「アジサイ」。ユキノシ
タ科で、開花時期は６～７月の
中旬ごろです。ちょうど梅雨の時
期から楽しめます。西洋アジサイ
は、花が大きく、色も花びらの形
も多彩で人気があります。ガクア
ジサイは、周辺の花びらだけが開
き、ちょうど額縁のように見えるの
が特徴です。
　もう一つは「ハナショウブ」。
アヤメ科で、「ノハナショウブ」
の改良です。葉がショウブに似
ていて美しい花を咲かせることから、
この名前がついたようです。

さまざまな花に彩られ、
四季折々の表情を見せるおだわら。
毎月、花の名所を紹介します。

小田原フラワーガーデン
小田原城址公園　など

Yフラワーガーデン　☎３４-２８１４
　観光課　☎２３-１３７３

14その

ガクアジサイ

宮田 香
か

織
おり

さん
（３年生）

地域のかたと協力して、アルミ缶を
車いすに、ペットボトルのキャップを
ワクチンに替える「アルミ缶・エコ
キャップ回収運動」を行っています。
どちらも捨ててしまえばただのゴミ
ですが、専門の機関に持ち込めば、
人の役に立つもの、人の命を救え
るものに替えられます。一人一人
が意識し、一つでも多く集められる
よう頑張りたいです。

ハナショウブ
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